

















が,タ イ語のどの部分に魅力を感 じ,なぜ,ど のようにタイ語を選択し
たのかについて,ア ンケー ト調査によ り観察 した。
その結果,ほ とんどの学生は,タ イ語を選択す ることによって,「タ
イ文化」に対する理解を深めることや,タ イ語を 「観光」・「旅行」に利
用することを期待 していることがわかった。一方,日 本企業のタイ進出
が著 しい昨今の状況にもかかわ らず,タ イ語学習の実業的利点にはほと
んど関心が向けられていないことがわかった。
今後は,「文化」的側面のみにとどまらず,政 治や経済,社 会情勢をも








イツ語,フ ランス語,韓 国 ・朝鮮語が履修可能である。学生は,1年次の春学期中に選択必
修外国語を決定 し,1年次秋学期から当該外国語の学習を開始する。卒業には選択必修外国
語8単 位が必要になる。
選択必修外国語科 目のうちタイ語は,愛 知大学において1998年にはじめて設置された も
のである。したがって他の言語科 目に比べて未だその体制は微弱である。タイ語科目の担
当教員は,愛 知大学全体で専任教員1名 と非常勤教員1名 である2。そのため,現 在のとこ
ろ 「比較文化学科」学生以外は,タイ語を選択必修外国語として履修することができない3。
現在,タ イの大学との協力体制の整備4やタイ語教材の充実5等をとお して,諸 条件の改善
にむけて鋭意努力がなされている。
日本全国を見て も,日 タイ間の非常に幅広い関係の割には,タ イ語を学習できる大学は













稿では,学 生への3種類のアンケー ト調査によ り,学生がタイ語履修に対 して感じた魅力,
すなわちタイ語を選択必修外国語として希望 した理由について観察 していくことに した
一102一





行 ったものと,選 択外国語決定後にタイ語履修者に対 して行ったものがある。第2期 生に
対する調査は,選 択外国語決定後にタイ語履修者に対 して行った ものである。
以下,ま ず大学においてタイ語を学習する今 日的意義について概観 した後,第2に 第1期
生に対する選択外国語決定前のアンケー ト結果分析を,第3に第1期生タイ語履修決定者に
対するアンケー ト結果分析を,第4に第2期生タイ語履修決定者に対するアンケー ト結果分
析を,順 に行いなが ら,学 生がタイ語のどの部分 に魅力を感 じ,な ぜ,ど のようにタイ語
を選択したのかについて観察していきたい。
1,タイ語学習の今 日的意義













1～2ヶ月間滞在 したとしても,経済的な負担は重 くはない。もちろん,タ イについて本格
的に研究を進めていくためには,「タイ語」の学習は必須条件であることは言 うまでもな
い。
また,多 くの卒業生が,卒 業後す ぐに就職する希望をもつことから,実業上の利点,将来
の各職業における活躍に対する利点 も学生にとっては重要なはずである。卒業後に就職を
希望する業種にもよるが,企 業もしくは官公庁 に就職 を求めるものが多いと思われるた
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め,と くに経済的 ・政治的な利点が注 目される。
日本とタイとの経済的 ・政治的な関係は,か な り深い。とくに1980年代後半以降の日本
企業のタイ進出は著 しい。1990年には在留邦人数は2万人を超え,バ ンコク日本人商工会




毎年,タ イ語専攻者を含む 「外務省専門職員」を採用 している12。また,日 本国内にも多 く
のタイ人が滞在 していることか ら,入 国管理局や税関,警 察,地 方 自治体などでもタイ語
への対応が必要とされているようである。
こうした意味で,大 学において本格的なタイ語教育を受けることは,タ イの研究を志す
学生にはもちろん,企 業等での国際的な活躍をめざす学生にとって も,実 に有意義なこと





2,第1期 生外 国語選 択前ア ンケー トにみ るタイ語学習の魅 力
タイ語に対する学生の理解 ・関心は一般に高くないことが予想されたため,第1期 生に対
しては,選 択外国語の履修希望調査実施前に,タ イ語宣伝企画 「タイする午後」を実施 し
た。この企画は,学 生に対してタイ語を学習する意味 ・目標を提示 し,またタイ語に親 し
みを持たせることによ り,タイ語履修希望者を増加 させることを目的とした。そのため,








以下,ア ンケー トの集計結果をもとにして,タ イ語学習希望理 由の観察を行いたい。ア
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ンケー ト用紙 は,第1部 の終 了後 に配 布 し,そ の場 で回収 した13。21通の 回答があ った。 そ
の うち,17通が 比較文化学 科第1期 生の回答,2通 が 国際 コ ミュニ ケー シ ョン学部言 語文 化
学科第1期 生の回 答,2通 が経済 学部学 生(3年 生1名,2年 生1名)の 回答で あった 。
参 加者の 「タイへ の関心」 につ いて の設問で は(表1参 照),「文化 」への 関心 を挙 げ た者
が2L名中19名(90.5%)と多数 を 占めた。 その他,「言語」への 関心 を挙 げた者が7名(33.3
%)で あった。言 語 コミュニ ケー ション学科 の学生 は,2名 と も 「文化 」,「言語」への関心
を挙 げて お り,「 言 語」 への 関心 の深 さを示 して い る。 「ビジ ネス」へ の関 心 は1名(4.8
%),ま た 「旅行 」につ いて の関心 も1名(4.8%)で あ った。 「ビジ ネス」へ の関心 を挙 げ
た学生 は,比 較文 化学科生 であ り,経 済学部 の学 生2名 の 回答 は 「文 化」に対す る者1名,
「旅行 」 に対 する者1名 であ った。
表1外 国語選択前の 「タイへの関心」(%)
文 化 量 雪五口 ロロ 旅 行 ビジネス 料 理
全体 90.5 33.3 4.8 4.8 4.8
(比較文化) 94.1 29.4 o.o 5.9 5.9
(言語コミュ) 100.0 100.0 o.o o.o o.o







目すると,2名とも 「旅行」に役立てたいとしてお り,1名は 「タイの社会や文化への理解
を深める」ことも挙げていた。このように,経 済を専門的に学ぶ学生であって も,タ イへ
の関心は経済や ビジネスよ りはむしろ文化的,観 光的なものに偏ることが観察された。こ
こから,こ うした 「文化」理解や 「旅行」に対する関心の深さは,比 較文化学科学生に特
有のものではないことがわかった。
表2外 国語選択前の 「タイ語学習に期待する利点」(%)
文化 ・社会 言 語 簡 単 旅 行 就 職
全体 66.7 14.3 14.3 47.6 4.8
(比較文化) 64.7 5.9 11.8 41.2 5.9
(言語コミュ) 100.0 100.0 50.0 50.0 o.o
(経済) 5U.0 o.o o.o 100.0 o.o
*複数回答可




係の深さは学生 レベルには余 り知 られておらず,テ レビの観光 ・クイズ番組等で喧伝 され




併せて考えれば,タ イ語は,実 業方面には利益の薄い 「趣味的」な言語として学生に認識
されてお り,専 門的にタイ語を学習することへの躊躇が感 じられる。学生からの聴 き取 り





ツ語やフランス語な ら 「カ ッコいい」が,ア ジアの言語は 「カ ッコ悪い」という学生の意
見も存在する。 アジアに対する認識が高まっている一方で,一 般にはこうした欧米志向ア
ジア軽視が未だに根強く残存 していることも忘れてはなるまい。一方,タ イ語履修を希望
する学生は,タ イに対する強 い 「文化」的憧憬をもってお り,真 摯にタイ語を学習 したい
という意気込みが感 じられた。




12名に対 して,第2志 望にした者は12名である。タイ語を第1志望,第2志 望にした者の
多くは韓国 ・朝鮮語 もしくは中国語を併願 してお り,選択言語の希望においてアジア言語
を選ぶ者は他のアジア言語 と併願 していることが読み取れる。希望の初期段階でアジア言
語希望者とヨーロッパ言語希望者 とに大きく別れることがわかる。
第1期生のうち,タ イ語履修 を登録 した学生は15名であった。うち昼間主コース在籍者
は12名,夜間主コース在籍者は3名である。タイ語の授業は,他 の選択必修外国語科 目と




タイ語学習の対学生魅力:タ イ語履修生へのアンケー ト調査か ら
生は,履 修希望調査時 において95名であったIS。ゆえに昼間主コース学生の うちタイ語を
選択外国語として選択 した学生は12.6%である。冒頭で例に挙げた東京外国語大学の事例
を考えれば,決 して少ない率 とはいえない。






いた者が多いことがわかる。これ に対 して,タ イ語を学習することを決心 した時期を見て
みると,入学前にタイ語履修が可能であることを知っていた9名のうち,すでに入学前にタ
イ語学習を決心 していた者は3名(33.3%)であった。多くは入学後にタイ語学習を決心 し
ていることがわかるが,同 時に33.3%もの学生が入学前からタイ語学習を志 してお り,タ
イ語科目の設置が高校生 ・予備校生にもある程度の魅力となっていることが うかがえる。






項目について,入 学前にタイ語学習を決心 した者,入 学前にタイ語履修が可能であること
を知っていながら入学後に学習の決心をした者,入 学後にタイ語履修が可能であることを
知った者の3類型に分類して観察する(グラフ1参照)。入学前にタイ語学習を決心 した者は,
全員が 「フィール ドワーク」および 「留学」に参加 を希望 してお り,高 いタイ語学習意欲
を持つと判断される。とくに,1年間の 「留学」を希望 していることから,本格的にタイ語
運用能力を身につけよ うとする意志がうかがえる。入学前にタイ語履修が可能であること
を知っていながら入学後に学習決心 した者では,短 期間の 「フィール ドワーク」,「語学研









(表3参照),14名中13名(92.9%)までが 「文化」への関心を挙げてお り,も っとも多かっ
た。そのほか,「言語」そのものへの興味を挙げた者は3名(21.4%)であった。多くの学
生の将来の就職 と密接に結びつくであろうと思われた 「ビジネス」への関心を示 した もの
は1名(7.1%)に過ぎなかった。 また,「タイ語学習に期待する利点」についての質問では
(表4参照),タイ語学習を通 じてタイの 「文化 ・社会」を理解 したいとする者が14名中9名
(64.3%)でもっとも多かった。これは,タ イへの関心の多くが 「文化」に向けられている
ことと軌を同じくしている。それ以外ではタイへの 「旅行」に役立てたいとするものが5名
(35。7%)と多かった。 「就職」に役立つことを期待 している者は1名(7.1%)に過 ぎなかっ
た。そのほか,質 問者が設定 した選択肢にはなかったものの,「珍しい言語だったから」,
「滅多にない機会だか ら」履修 を希望したという,タイ語を学習することの稀少性 に着 目し
た回答が4名(28.6%)であった。
表3「 タイへの関心」(%)
文 化 言 語 旅 行 ビジネス
1期生 92.9 21.4 o.o 7.1
2期生 85.7 71.4 28.6 28.6
*複数回答可
表4「 タイ語学習に期待する利点」(%)
文化 ・社会 舌 雪五ロ ロロ 旅 行 就 職
1期生 64.3 7.1 35.7 7.1
2期生 85.7 14.3 57.1 14.3
*複数回答可
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このように見てみると,愛知大学国際コミュニケーション学部においてタイ語学習を希
望する者の多くが,タ イ語の習得を通 じて 「タイ文化」に触れることを目的としているこ




を考慮に入れてもなお,当 該学科には 「国際ビジネス」関連講座が充実 していることや,ま
た昨今の 「就職氷河期」 という状況に照 らして考えるならば,大 学における選択必修外国
語としてのタイ語履修者の中で,タ イ語を通 して 「ビジネス」や 「就職」に可能性 を求め
る姿勢が希薄であることは注目に値する。




て,第2志 望に した者は6名である。タイ語を第1志望にした者のうち2名は,タ イ語を専
願にしている。韓国 ・朝鮮語を第2志望にした者が3名,中 国語,ド イッ語を第2志望にし
た者が各1名である。また,タ イ語を第2志望にした者のうち4名は韓国 ・朝鮮語を第1志






択外国語 として選択 した学生は9.9%である。1期生よ り若干下がったとはいえ,そ れほど
大きな変化とはいえない。




いた者の方が多いが,第1期 生と比較すると若干少な くなっている。タイ語 を学習するこ




よ り高い率の学生が,入 学前からタイ語学習を志 していることがわかる。すなわち,タ イ
語を学びたいと思う高校生や予備校生が,タ イ語を学習できる大学として愛知大学を選択
するという方向性がうかがえる。 こうした学生は,「フィール ドワーク」や 「留学」といっ
たタイ語関連の企画への参加希望率 も高いことか ら,愛 知大学 とタイとの今後のより活発
な交流が期待できる。
次に,タイ語履修希望の魅力・理由についての回答について観察していきたい。 この希望





が増加していることがうかがえる。 「ビジネス」への関心 を示 したもの も2名(28.6%)と
なり,第1期生に比べて増加した。そのほか,「観光」を挙げたものが2名(28.6%)であっ
た。また,「タイ語学習に期待する利点」についての質問では(表4参照),タイ語学習を通





第2期生の回答を第1期 生のそれ と比較 してみると,一致 している点は,「文化」への関
心の高さである。一方,大 きく変化 しているのは,タ イ語の稀少性への着 目,す なわちタ
イ語を珍 しいものと捉える見方が,著 しい減少 している点である。 これは,入 学前か らタ





以上,愛 知大学においてタイ語を選択外国語 として選択する学生が,タ イ語のどのよう
な点に魅力を感 じ,どのような理由か らタイ語学習を希望 したのかについて,主 に3種類の
アンケー ト調査を通じて観察 してきた。以下,観 察の結果をまとめておきたい。
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ことや,タ イ語を 「観光」・「旅行」に利用することを期待 している。タイ語学習の魅力は,
学生にとっては主に 「文化的な」側面に限定されがちであることが浮かび上がった。
一方,日本 とタイとの経済的・政治的な関係の深さから生じるタイ語学習の実業的利点に
ついては,学 生にほとんど認識されることはなかった。 とくに日本企業のタイ進出は著 し
い昨今の状況にもかかわ らず,言 語選択時においては学生の関心はこうした側面にはほと






イについての大学教育の一端に連なる者として,政 治や経済,社 会情勢も踏 まえた総合的
なタイ理解をより積極的により幅広 く訴えかけていく必要性を痛感 している。「タイ語」を
習得 した学生たちが,タ イと日本を舞台にさまざまな分野で国際的に活躍 し,日 タイのよ
りよい相互理解 を促進 していくことが望まれる。
以上アンケー トを通 じて,学 生がタイ語学習の どういった部分に魅力を感 じてタイ語を
履修するかについて観察してきた。今後は,多 種多様なタイ語学習機関におけるよ り広範










21998年の 設置 当初 は 専任 教員1名,非 常 勤 教員2名 の 体 制で タイ語 科 目 を担 当 した が,1999年度以
降,諸 般 の 事情 か ら専 任教 員,非 常勤 教 員,各1名 の体 制 に な った。
3他 学 科 の学 生 の履 修 は,「 選択 科 目」 と して 可能で あ る 。
4愛 知 大学 で は,タ イの ナ レー ス ワ ン大学 との 協 力体 制 を整 備 して い る。 現 在 まで に3つ の 協 定 が結
ばれ,1999年度 に 始 ま った愛 知 大学 の授 業 の 一環 と して の 「フ ィー ル ドワー ク」へ の 協 力や2001年度
か ら開 始 され る 学 生交換 な ど を通 じて,よ り 一層 の 友好 関 係 を 深め て いる 。
5「 外 国 語 自習 室 」に は,タ イ語 の 学習 参 考書 ・カセ ッ ト・テ ー プ をは じめ,タ イ の 小学校 教 科 書や タ
イ 映画 の ビデ オ ・テ ー プな どが 用 意 され て いる 。 ま た,図 書 館 に は 若f=のタ イ語 書 籍 の ほ か 『タ イ
ラッ ト』な どの タ イ語 日刊新 聞 や 『マ テ ィチ ョ ン』 『シ ン ラバ ・ワタナ タ ム』な ど の雑 誌 も多数 用意 さ
れ て いる。
6言 語 学 習参 考 書 ・教 科 書に つ いて は,タ イ語 の 場 合,比 較的 充実 して い る。 日本 書 籍 出版 協 会 の 図
書検 索 ホ ー ムペ ー ジ(http:〃www.books.or.1P)によ る検 索 によ れ ば,書 名 に 「タイ語 」が つ く図 書は59
件,英 語4233件,中国語788件,フ ラン ス語619件,ド イ ツ語472件,韓 国語138件で あ る。
72000年5月3日 にinfoseekによ って 検索 。
8す べ て,2000年5月3日 にinfoseekによ って,「 大学 」お よ び 「**語 」と い う2つ の キ ー ワー ドに
よ るand検索 を実 施 した 結 果で あ る。
9国 立 大 学 協会 ほ か編r国 公 私 立大 学 ガ イ ドブ ック(平 成12年度 版)』大 蔵 省印 刷 局,1999:144
10筆 者 が 愛 知大 学 初の 専任 タイ語 教 員 と して赴 任 した1998年当時 は,学 内 で も 「タイ 語 」教育 の 認 知
度 は低 く,「 タ イ語 」教 員 と いう 自己紹 介 を 「体 育」 教 員や 「太鼓 」教 員(!?)と 聞 き間違 え られ る
とい う悲 喜劇 が 多 く発 生 した 。
111991年には,バ ンコ ク 日本 人商 工 会議 所 は,ロ サ ンゼ ル ス,シ ンガ ポー ル を抜 いて 世 界最 大 の879
社 の会 員 数 を誇 る こ とに な った(吉 川 利 治 「在留 邦 人 」石 井米 雄 監修 『タ イの 事典 』同朋 社 出版,1993
:133)。会員 数 はそ の後 も増加 を続 け,現 在 で は1160社に達 して いる と い う(桑 田 始編 『タイ 国経 済概
況(1998/99年版)』盤 谷 日本 人商 工 会議所,1999:i)。



















23学 生のもつ 「タイ文化」のイメージが,「観光」や 「旅行」への興味を通して,よ り具体的にはタイ
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タイ語学習の対学生魅力:タ イ語履修生へのアンケー ト調査か ら
への 「観光」や 「旅行」をテーマにしたマス・コミの影響を通して,形成されたことは,聴き取り調査
の結果から推測できる。しかし,学生のもつその 「タイ文化」のイメージが具体的にいったいどのよ
うなもので,どのように形成されたものであるかについては,今回の調査の範囲を超えるものである
ため明らかにはできなかった。今後の研究が必要である。
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